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家庭教育は、すべての教育の出発点と言われています。 

 

家族とのかかわりの中で、 

生活習慣を身につけ、 

人を信頼する気持ちや思いやりを獲得し、 

善悪の判断や社会のマナーを学ぶこと。 

そして、やがて子どもが一人の大人として、 

自立して生きていく力を身につけること。 

そのすべてが家庭教育です。 

 

また、子どもは家庭の中だけで育つわけではありません。 

 

親以外にも多くの大人が子どもに接し、見守ること。 

さまざまな人々とのつながりの中で、 

親が気軽に悩みを打ち明けたり、 

身近な人から子育ての仕方を学んだりすること。 

そんな、子育てや家庭教育を支えるしくみや環境は、 

子どもの健やかな成長に欠かせないものです。 

 

しかし、昨今、人々がつながり合う機会が減少しています。 

 

誰も想像できなかった事態が起き、 

子どもはきっと不安や悩みを心の中に抱えていることでしょう。 

そして、そんな子どもを育てる大人たちの中にも、 

この状況を子どもにどう伝えればよいのか、 

どのように見守り、どんな言葉をかければよいのか、 

戸惑いながら子どもと接してきた方も多いのではないでしょうか。 

 

こんな状況だからこそ、 

家庭教育学級で学び合い、つながり、交流を深めませんか。 

みんなで「はな」しませんか？「サク」ッと！ 

子どもたちを、「みんなで」子育てしていきませんか。 

大人が子どもたちとかかわることにわくわくできたらいいですね。 

 

 

 

 



2 

 

   

 

 

家庭教育学級では・・・ 

 

 

 
 

 
 

 

子どもにかかわり合う大人が学び合う場です。 

家庭でのよりよい子育てについて考え、 

親として子どもと一緒に成長することを目指します。 

子育てに 

ついて 

学び合う 
 

〇親としての役割や子どもとの接し方などを学び、

今後の子育てに活かします。 

 

〇話し合いを通して、子どもに対する様々な見方や

考え方を知り、幅広い考え方を身につけます。 

交流を 

深める 

〇それぞれの家庭における子どもとの接し方を知

り、自分自身を振り返ります。 

 

〇お互いに不安や悩みを共有し合うことで、ゆとり 

を持った子育てにつなげます。 

親子の 

コミュニケ

ーション 
 

〇親子参加型講座により、それぞれの親の、子ども

に対する接し方を知ることができます。 

 
〇講座での学びを活かして子どもと接することで、 

新たな見方や考え方が生まれます。 
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・市川市「家庭教育学級」の HP 上で、子育てのヒント

となる動画を掲載しています。 

サポート講座 

指導員講座 

動画で講座 
（動画配信） 

自主企画講座 

・各学級で講座の目標や内容を決め、企画・運営を 

行います。 

・複数の学級での共同開催も可能です。 

＊ 講座の企画運営については、Ｐ4 

＊ これまでの実践例は、Ｐ5・１６ 

 
・市川市の家庭教育指導員が講師を務めます。 

・講座の内容や形態は、要望に応じます。 

・講座の企画運営をお手伝いします。（「ササエさん」）  

＊ 詳しい内容や指導員については、Ｐ６～８ 

＊ 令和７年度の実践例は、Ｐ９ 

＊「ササエさん」については、Ｐ１０ 

 
 

・子育てに関する情報を発信したり、サポートしたりし

ます。 

①６月：第 1 回サポート講座（小１保護者対象） 

②夏休み：家庭教育講演会（親子参加型） 

③1２月：第 2 回サポート講座（全保護者対象） 

④2 月：第 3 回サポート講座（小５・６保護者対象） 

・子育てや親子のコミュニケーションに役立つ

内容の講座を、チラシやホームページ等で案

内しています。（申し込み方法は講座により異なり

ます。） 

 

 

 

市川市 家庭教育学級 

共通講座 
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１．何から始めよう？  
いつ？どこで？何する？講師は？学習方法は？？ 

学習方法には、 
・講話 ・話し合い活動 ・体験活動 等があります！ 

２．自主企画講座計画書の
記入＆提出 

 

書類の提出については、 

Ｐ１５をご覧ください。 

コピーを取って教頭先生にも

渡しましょう。 

３．周知・募集の準備 
チラシ？メール？その他？ 
課に案内文書をもらう？ 

 

以下の内容を入れましょう。 
・講座名・日時・会場・内容・講師（紹介文入り） 

・申込方法 ・問い合わせ先 

（材料費があれば） 

当日、キャンセルが出た場合に備え 
「きまり（人数や材料等）」をつくっておくと 

スムーズです！ 

４． 事 前 準 備 

【講師の先生と打ち合わせ】 
  ・配付資料や準備物の確認 
 ・撮影＆録音の許可 
 ・会場への交通手段 

（車の場合、駐車場の確保） 
  ・待ち合わせ時刻と場所 

【担当の方々と打ち合わせ】 

  ・司会進行の流れ 

  ・会場設営（机、いすの配置） 

  ・当日使用する物や道具 

  ・参加者名簿 等 

５． 当日の準備 
 

講師の先生のお出迎え 
参加者名簿の記入 会場設営 

・教頭先生や事務の方に挨拶 
（保護者の出入りがあることを伝えましょう。） 

・講師の先生は、校長先生にもご紹介すると 
よいでしょう。 

６． 講 座 開 催 

７． 講座終了後 

・講師のお見送り   ・会場の片付け（終了後、教頭先生へ報告） 
※参加者名簿の提出（教育政策課へ） 

※参加者の思いを知るために、アンケートをとることもおススメです。運営に関して良かった点や 

改善点等を情報共有し、次回や次年度の講座に活かせるといいですね。 
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      家庭教育リーフレット    〈保護者の皆様へ〉 

市川市教育委員会では、「家庭教育学級」を推進しております。このリーフレットは、

「家庭教育学級」を知ってもらうために作成しました。ぜひ、お読みください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの実践例】 

【幼稚園】 
・編んでみようよ！リボンレイ！ネームストラップ＆ストラップ 

・ハミングバード（演奏会） ・おなか元気教室 ・アイロンビーズをしよう！ 

【小学校】 
・防災キャンプ ・親子でネイチャーゲーム ・ヨガ体験教室 ・給食試食会 

・レジン ・ヨガ教室 ・親子コミュニケーション ・モールドールづくり 

【中学校】 
・高校見学説明会  ・性教育について  ・おはなしの会 

・栄養管理センター  ・大人の校外学習  ・コーヒー講座 

 

 

 

〈発行〉市川市教育委員会 教育振興部 教育政策課 

参 考 

What’s『家庭教育学級』？ 

 

 

Ａ:ご自分のお子さんが通う学校・園がどのような講座を

開催しているのか、詳しく知りたい方は、各学校の教頭

先生までお問い合わせください。また、家庭教育学級全

般については、教育政策課(383-9386)までお問い合

わせください。 

子ども同士のトラブル、

どうすればいいの・・・。 

スマホやインターネットと

の付き合い方、どうすれ

ばいいのかしら…。 

子育てについての悩

みを話したり聞いたり

したいわ。 

高校受験について、何

から始めていいか分か

らないわ…。 

 

家庭教育学級とは、「保護者が学び合うひろば」です。 

子どもの健やかな成長のために、 

みんなで学び合い、話し合い、交流を深めませんか？ 

 

Ｑ：うちの子が通っている学校や園では、

どんな講座を開催しているのだろう？ 
市川市 家庭教育学級 
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お申し込みは・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導員講座とは？ 
家庭教育に関する情報提供や相談対応を行っています。 

家庭教育指導員が「自らの子育て経験」や、「市川市の学校で働いた経験」をもとに、 

子育てのヒントやアドバイスをお話しします。 

保 護 者 が 集 ま っ た 時  

などに、短時間で子育て

に関する話を指導員に 

してほしい【講話・座談会】 

子育ての悩みや相談に

ついて、指導員と  

ざっくばらんに談話を

したい【座談会】 

 

 

指導員講座を開きたいけど、企画や運営の仕方がわからないときは･･･ 

『ササエさん』 （P１０） 
 

〇〇をテーマにした

話を指導員にして 

ほしい 

【講話】 

運営のしおり２０ページの「指導員講座申込書」で 
   教育政策課までメールまたは 

二次元コードからの電子フォームへ入力してください 

教育政策課よりメールが届いたら

申し込み完了です！ 
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＊こんな指導員講座を 

考えています！ 

・保護者の皆さんと悩みを共有し、多感

な時期のお子さんが少しでも安心 

して生活できるよう一緒に考えて 

いきたいと思います。 

・中学校入学前や、高校受験期のお子 

さんの不安な気持ちを理解し、心が 

前進できるような支援のあり方に 

ついて、教員や行政経験を基にお話

しできたらと思います。 

 

 

大橋 弥生      中村 敏弥 

（おおはし   やよい）                      （なかむら  としみつ） 

 

 

 

 

 

   
 

      

  ＊こんな指導員講座を 

考えています！ 

・気軽に話が出来る場がコロナ禍以降

少なくなっているように感じます。

そんな時こそ講座を通して、保護者

の皆様の悩みを共有し、不安感が 

少しでも安心感に変わってくれ 

たらと思っています。 

・子育ての経験や教員生活の時間が 

皆さんに少しでも役立ち「きっと 

大丈夫！」と思えるような講座を 

考えています。 

＊経歴 

・市川市立塩焼小学校を教員生活の

スタートとし、市川市内の小学校を

合わせて８校勤務 

・途中教育委員会勤務 

・平成 31 年 3 月 

市川市立中山小学校を退職 

・令和元年・令和 2 年 

昭和学院小学校勤務 

・令和３年４月より家庭教育指導員 

＊経歴 

 

・市川市立福栄中学校社会科教員と 

してスタートし、平成 29 年 3 月 

に市川市立第一中学校を定年退職。 

・在職中、１２年間、千葉県教育委員

会勤務。 

・退職後、初任者教員の指導を５年間 

行い、令和４年４月より家庭教育 

指導員 
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～指導員講座 テーマ参考例と講座後いただいた声～ 

 

【指導員講座のテーマ例】 

 

【子どもの発達に関すること】 

＊思春期・反抗期の子へ 

  の関わり方 

＊性教育について 

＊高校受験期の関わり方 

 

 

 

【生活に関すること】 
＊就学前講座 

＊学校生活、家庭生活での悩み 

   

 

  

 

【講座の様子】 

・講座では、家庭教育指導員が一方的に話すだけではなく、「参加者同士の交流」の時間を意図

的に設けました。その結果、同じ親同士の不安や悩みを共有したり、情報交換したりする姿が

見られ、多くの方から好意的な意見をいただくことができました。 

  

【今年度の展望】 

・幼＋小、小＋中における合同での開催 

 ・もの作り講座や体験活動（給食試食会など）＋指導員講座 

 

指導員講座の依頼について 

☆ご依頼は、「指導員講座申込書」にて受け付けます。（P2０） 

☆画像またはエクセルデータを添付し、メールをお送りください。 

  （書類の提出については、P1５） 

 

 

 

 

 

・同じ母親同士で話せて良かった。対話型なのが良かっ

たです。 

・同学年の家庭との共通する問題や悩みを聞いたり発言

したりする機会があったことは有意義な時間でした。 

・「自分を大切にする」「相手を大切にする」ということ

は、本当に大事なのだなと思いました。 

参加者からの声（一部抜粋） 

・小学校入学に向けて不安いっぱいですが、気持ちは 

広く大きく子どもを受け入れていきたいです。心構え 

を教えていただき、少しモヤモヤが取れました。 

・ネットで何でも調べられるけど、実際に生で聞く情報 

はやっぱり頭にも心にも残るので良かったです。 

・子どもは一人ひとり価値観が違うから、正しいものが

これとは限らないけど、それを手助けし、導くのが親

の役目だと思う。子どもと仲良く過ごしていきます。 
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～ 今 日 の 内 容 で す ～

最近の性犯罪事例から

学校や家庭での性教育って？

性被害を未然に防ぐため、
子どもたちに伝えてください

インターネット スマホゲーム SNSの危険性

十
一

月

十

三

日

（
木

）
日直

資料作成 市川市教育委員会学校地域連携推進課 家庭教育学級担当

市川市立冨貴島小学校家庭教育学級

～話そう！サクッと「性教育」～

性教育で子どもを

性犯罪から守る

市川市立○○幼稚園 家庭教育学級
「～我が子へ

今伝えたい 性のおはなし～」

令和８年 月 日（ ）
13：00 ～ 13：45

いつ？ 子どもの気持ちのタイミング
• 弟や妹が生まれた時など

「ママから生まれたのに、どうしてパパに似てるの？」

例えば

女の人の体にある卵（卵子）と男の人の体にある命のもと（精子）
が出合うと… 赤ちゃんのもと（受精卵）ができるの

「だからママから生まれてもパパに似てるわけよ」

子どもなりの理解をします。

子どもにとってはカマキリの足は何本？みたいな感覚

中学校への架け橋
市川市家庭教育学級 サポート講座

～ 中学校入学を迎えるお子さんの保護者の方へ ～

充実した中学校生活を送るために、今、家庭で できること・・・

１．中学校生活って？
２．家庭学習の大切さって？

気になる？進路・受験

３．思春期・反抗期って？
４．進学前の不安？

小学校 6年生のアンケートから

５．お家の方へ

令和８年 月 日（ ） 市川市教育委員会学校地域連携推進課

そんな時期、親はどうかかわって行けば良い
のでしょうか？

• 心ほぐして

• 思い出たどって

• 未来もきっと明るいこと

• 親はいつも応援していること

保護者の方が子供の事を大切に思っていることを
体感させる

テ

 

テ

 

改善されます！
令和８年度の入学者選抜

「部活動の記録」を「部活動等の記録」に変更

その２ 調査書の記載項目が精選されます（令和8年度入学者選抜から）

（削除される項目）
・総合的な学習の時間の記録
・出欠の記録
・行動の記録
・総合所見

気になる？進路
受験

その１ インターネット出願（令和７年度入学者選抜から）

テ

 

テ

 

【令和７年度 指導員講座 実践例】（当日の資料の１例です） 

幼稚園での例 

                   

 
 
 
 
 
 
 
小学校での例 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

中学校での例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 給食試食会後のミニミニ講座などにもご活用ください。 

 

【令和７年度 サポート講座 実践例】 

６月 第１回サポート講座 小学校生活の不安や悩み話そう！サクッと‼ 

12 月 第２回サポート講座 スマホ時代の活字のススメ 

２月 第３回サポート講座 中学への架け橋 

 

 

  

テーマ 

テ

 

テーマ 

テ

 

テーマ 

内容例 

内容例 

内容例 
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申し込み方法は 

① 電話（047-383-9386） 

教育政策課 家庭教育学級担当まで 

②メール 

kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp 

③二次元コード 

　

込み内容】

第一希望 月 日

　

　 　　　 　 　　　

の 形 態

おでかけせんせい　　　お 　　　

ササエさんも希望する（任意） 　

習 目 標 子育てについて学び合う場　交流 　

　 　

曜日 　 　 　
 

         当日の流れ（60 分）】※例です。 
10 分 自己紹介 

   ☆子育てで感じていること･･･どんなことでも大丈夫です！ 

40 分 おしゃべりタイム 

   ☆皆さんの生の声が一番！話したり聞いたりすることによって、 

考えが整理され、新しい気付きを得ることができるかも？ 

10 分 講座開催に向けて 

   ☆日程＆会場決め  ☆学校側に確認！（日程＆会場）            

 

そして・・・計画書完成！～「指導員講座」の計画完了です。～ 

 

 

家庭教育指導員が、講座の企画運営を「ササエ（支え）」ます！ 

一緒に話し合いながら講座を作っていきませんか？ 

 

【「ササエさん」活用のイメージ】 
  

 

 

★「ササエさん」の流れ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導員講座の企画・手順に困ったら、 

まずは「ササエさん」をご希望ください。 

Ｐ２０にあります「指導員講座申込書」の、「ササエさんも希望する」に 

○をつけて申し込みください。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

家庭教育指導員が、 

運営委員の打ち合わせに、 

一緒に参加させていただきます！ 

1 回の打ち合わせで講座の企画完成！ 

その場で次回の内容や日時・会場を決められます！ 

エル 

次回の講座どうすればいいかと思っているのですが… 

皆さんとのお話の中で、講座のヒントがみつかると思います。色々聞かせてください・・・ 



11 

 

 

子育てについて学び合い、交流を深める一つの手段として、 

オンライン講座の開催も可能です。 

 

オンライン講座開催の際には、 

教育政策課が PC とルーターをお貸しできます。 

また、操作に不慣れな場合、教育政策課の職員がお手伝いします。 

 

下記①、②の開催方法がありますので、 

ご都合のよい方をお選びください。 

 

 

 
 
 
 
 

①学校を会場とし、講師をお呼びする場合 

教育政策課の職員が、

PC を 

持って伺います。 

講師には会場で 

話していただきます。 

＊機器のみの貸出は 

 行っておりません。 

参加者は、自宅などから講座に参加できます。 
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・市の PC およびルーターは、台数が限られており、予約が埋まっている可能性もあり

ます。候補日が決まりましたら、お早めにお申し込みください。 

 

・「オンライン講座用 PC・ルーター申込書」よりお申し込みください。（P２4） 

 

・オンライン講座用のメール文面を、ホームページで公開しています。 

 

・初めてのオンライン講座開催もお手伝いします！お気軽にご相談ください。 

②講師も運営委員も自宅などから参加する場合 

 

教育政策課 

自宅などから参加して 

いただくことにより、 

遠方の講師を依頼する 

こともできます。 
＊教育政策進課がホスト

を務めます。 

（共同ホストも可能） 

運営の方も、自宅などから参加していただけます。 

オンライン講座に向けて 
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家庭教育学級の講座内での事故やケガなどは、 

「ふれあい保険（市民活動災害保障保険）」の対象となる場合があります。 

詳しくは、下記をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保障の内容は？ 

①賠償責任保険 

指導者等の過失により他人にケガをさせた・他人の物を壊した等、法律上の賠償責任を負ったとき 

 

 

 

 

②傷害保険 

市民活動中の急激・偶然な外来の事故で、活動者がケガをしたとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願いとお知らせ 

・ふれあい保険の請求手続きは、教育政策課を通じて行います。事故が起こってしまった場合は、

教育政策課まで、早めにご連絡ください。 

・保険請求には、講座に参加した方の住所や電話番号等の書類が必要となります。 

 

 

 

身体賠償 限度額 1 名 6,000 万円  1 事故 2 億円 
※免責額 1 万円 

財物賠償 限度額 1 事故 100 万円 

死  亡 200 万円 

※8 日以上の治療を要した場合に適用 
後遺障害 200 万円から 6 万円 

入  院 1 日 3,000 円 

通  院 1 日 2,000 円 

ふれあい保険（市民活動災害保障保険）とは？ 

・市が保険料を負担しています。 

・家庭教育学級として予定された時間内での活動が対象となります。 

・原則として、講座の参加者が 5 人を超えた場合に適用されます。 

・以下の内容を保障します。 

①賠償責任保険（市民団体等の活動中に発生した事故により、 

その活動の主催者が法律上の賠償責任を問われた場合） 

②傷害保険（活動中に発生した事故により主催者や参加者が死亡・負傷した場合） 
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公民館 

 講座の会場として利用する場合、教育政策課で予約を取りますのでご連絡下さい。 

 

１．予約の流れ 

①教育政策課へ以下の内容を連絡 

・希望する公民館名と部屋 ・希望日（複数あるとよい） ・希望時間 

・およその参加人数    ・おおまかな講座内容 

    ②教育政策課が、空き状況を確認 

    ③希望する部屋が空いていれば、予約完了 

④教育政策課から運営担当者に、利用の可否の連絡 

  

  ２．その他 

・公民館は一般の方も予約されますので、日程が決まりましたら 

早目にご連絡ください。 

・予約後のキャンセルはご遠慮ください。万が一開催を中止する場合、 

早急に教育政策課へご連絡ください。 

 

 

 

 

市川市「家庭教育学級」のホームページでは、 

 

 〇子育てに関する動画 

 

  〇講座のお知らせ 

 

  〇家庭教育に関する情報 

 

  〇書類・文例様式 

 

などを掲載しています。ぜひご覧ください。 

 

 

市川市 家庭教育学級 

※感染拡大防止のため、使用の制限を設けている場合があります。

詳しくはホームページでご確認ください。 
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提出いただく書類は、以下になります。 

必要となる書類に入力・記入いただき提出ください。 

 

 

 

 

 

【提出方法について】 

書類の提出は、以下のどちらかの方法でメールを送付してください。 

  

 

kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp  まで！ 

※なお、参加者名簿以外は二次元バーコードを読み取って、フォームからご提出い

ただいても構いません。 

 

 

講座前 

（約 1か月前） 

案内配付時 

 

 

保護者に出す講座案内（各校、各園の書式） 

 

 
講座終了後 参加者名簿〔講座ごとに〕（Ｐ２２） 

年度末 

 

 

家庭教育学級の振り返り（Ｐ２３） 

〔〔Excel データの添付〕 

①市川市ホームページ 

「家庭教育学級 運営の方へ」より 

Excel データをダウンロード  

②データを入力 

③データをメールに添付 

 

〔画像の添付〕 

①「運営のしおり」の書式をコピー、 

または、HP より PDF をダウンロード 

②必要事項を記入 

③記入の終わった書類を写真撮影 

④画像をメールに添付 

 

エル 

オンライン講座用 PC・ルーター申込書（Ｐ２１） 

指導員講座申込書  （Ｐ２０） 

自主企画講座計画書（Ｐ１９） 
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幼稚園 

・アイロンビーズをしよう！ ・おなか元気教室 ・ハミングバード（演奏会） 

・小学校校長講話  ・編んでみようよ！リボンレイ！ネームストラップ＆ストラップ 

小学校 

・開級式 ＋ 校内探検ツアー ・開級式 ＋ 教頭講座 

・開級式 ＋ 給食試食会「栄養教諭講話」 ・開級式 給食試食会「栄養士講話」 

・校長講話 ＋ 校内探検 ・校長講話 ＋ リボンレイネックストラップ作り 

・校長教頭座談会 ・教頭講話「子ども達とかかわるうえで、私が大切にしていること」 

・学校へ 子どもたちが楽しく行けるように ・AED 講習 ・心肺蘇生法講座 

・おなか元気教室 ・お母さんヨガ ・Push 講座 ・防災キャンプ ・普通救命講習Ⅲ  

・アンガーマネジメント講座 ・収穫体験会 ・食育講座 ・コーヒー出張セミナー 

・パステルアート ＋ 倍音発声講座 ・フラダンス教室 ・ヨガ教室 ・リース作り 

・レジンで作ろう！キラキラヘアゴム ・ラクして、ごちそう。いつもの料理にかけるだけ！ 

・給食試食会「栄養教諭講話」 ・給食試食会「栄養教諭講話」 ＋ ピラティス 

・給食試食会「栄養士講話」 ・健康セミナー ・工場見学 ・防犯講座 ・金融講座 

・「思春期のからだの成長 下着の選び方について」 ・性教育について ・自転車交通安全教室 

・救命救急講座 ・座談会「質問タイムと茶話会」 ・自己肯定感コミュニケーション講座 

・親子でネイチャーゲーム ・親子のコミュニケーションがラクになることばの使い方 

・体幹トレーニング講座 ・お困りごとのヒントを見つる  

・第 1 回 ボッチャ大会 ・発達障害の理解「生きづらさをかかえる子ども達」 

・閉級式 ＋ モールドール製作  ・閉級式 ＋ 教頭講話 ・閉級式 ＋ 茶話会 

・閉級式 ＋ 学校生活での親悩み ・閉校式 ＋ ハワイアンリボンレイストラップ作り 

中学校 

・おはなしの会 ＋ 給食試食会 ・おはなしの会 NEO「校内見学」 

・AED 講習 ＋ 給食試食会 ・給食試食会「栄養教諭講話」 ・給食試食会「栄養士講話」 

・コーヒー講座 ・ヨガ体験教室 ・大人の校外学習「国会議事堂見学」 

・高校見学会（4 校） ・高校説明会（3 校） ・高校受験 ここが知りたい！ 

・高校受験 ここが知りたい！（第 1 子・初めての受験の方向け） 

・高校説明会（生徒 保護者対象） ・進路説明会（3 年生 保護者対象） 

・保護者のための「高校見学バスツアー」  ・性教育講演会 

・無理のない身近な防災について「災害に向けて備えていますか」 

中学校ブロック開催 
・親子で考えよう！！栄養管理セミナー 

 

 

資料１ 
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＊無料で講師を務めてくださる方・機関等を紹介します。 

＊講師の選定・依頼等でお困りのことがありましたら、教育政策課までご連絡ください。 

 

 

 

 

〇学校職員等 

講 師 名 内 容 問い合わせ先 

校長先生 

教頭先生 

・学校のこと ・子どもの様子  

・地域とのかかわり など 

各 校 

進路指導担当 ・進学について ・受験期の心構え など 

栄養士・栄養教諭 ・給食試食会 ・栄養バランスについて など 

養護教諭 
・子どもの心と体のケア 

・子どもの生活習慣について など 

司書・学校図書館員 ・本の選び方 ・本の読み聞かせ など 

スクールカウンセラー 

ライフカウンセラーなど 

・子どもとの関わり方 

・思春期や反抗期について など 

 

 

 

 

〇地域の方や保護者等 
講 師 名 内 容 問い合わせ先 

在校生保護者 
・子育ての先輩のお話 

・子どものこと 

・地域のこと 

・得意な芸や技の披露 

・得意なこと、好きなことを教えてもらう など 

各個人・ 

団体まで 

子ども会の方々 

自治会の方々 

ＰＴＡのＯＢ、ＯＧの方々 

おやじの会 

地域学校協働活動推進員 

 

 

 

資料２ 

☆子どもと関わっている先生方に、じっくりお話を聞けます。 

先生のお人柄や、思い、考えなどを知る機会に。 

☆当課の家庭教育指導員もご活用ください。 

☆知識や特技の豊富な方もたくさん！ 

地域の方々とつながることは、それだけ 

子どもを見守る目を増やすチャンスです。 
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〇市川市公共機関等 
講 師 名 内 容 問い合わせ先 

中央図書館 ・本の選び方  ・本の読み聞かせ など 

教育政策課 

047-383-9386 

（各課に要望を 

お伝えします） 

中央こども館 ・子どもの遊びについて（主に幼稚園向け） など 

こども家庭相談課 ・児童虐待について など 

少年センター 
・スマホやＳＮＳについて 

・インターネット安全教室 など 

市川警察署  生活安全課

少年係 

・子どもの安全について  

・インターネット安全教室 など 行徳警察署  

保健センター健康支援課 
・健康な体づくり ・食生活  

・お口の健康に関すること など 

市川市消防局 救急課 
・心肺蘇生法 ・止血法  

・AED の使い方 など 

市川考古博物館 ・地域の歴史について など 

文化芸術課 
・市川市にかかわる文化・芸術作品について 

・市川市の作家について など 

地域防災課 ・地域の防災に関すること など 

市川市消費生活センター 
・出前消費者講座 

（悪質商法・若者に多い消費者トラブルなど） 

総合環境課 ・市川市の自然と生物多様性について 

 

 

 

 

〇企業 （★オンライン開催あり） 

講 師 名 内 容 問い合わせ先 

ヤクルト★ ・おなか元気教室 043－311－8960 

明治の食育★ ・食育セミナー（カカオ・チョコレート教室など） 03－5677－6027 

ＮＴＴドコモ★ ・スマホ・ケータイ安全教室 ドコモのＨＰから 

ＫＤＤＩ★ ・スマホ・ケータイ安全教室 0120－925－525 

ワコール出前授業★ 
・ツボミスクール 

（女の子の体、成長に合わせた下着の選び方など）  
ワコール出前授業HPから 

 

 

 

 

 

☆市の業務や行事等の都合によって、 

お引き受けできない場合もあります。 

ご了承ください。 

 

☆ホームページにも詳しい内容が掲載 

されていますので、ご確認ください。 
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様式１ 

 

月 日 （ ） 時 分 ～ 時 分

その他（ )

見学 その他（ ）

肩書き 氏名

肩書き 氏名

円

○ご記入いただいた内容については、令和９年度の運営のしおりに掲載させていただきます。
　また、講座の内容について、他校に情報提供させていただく場合がございます。ご了承ください。

○以下のどちらかの方法でご提出ください。

令和８年度　家庭教育学級　自主企画講座計画書　　　　

②    場      所

⑤ 学 習 方 法

①   開   催   日

④ 講 座 の 形 態

③   講  座  名
    （  内   容  ）

（担当者氏名）

（学校・園名）

*オンライン型の場合は、記入しなくて構いません

*費用がかからない場合には、記入しなくて構いません

講演・講義 話し合い 実技・実習

オンライン型直接対面型　

通信欄（教育政策課への連絡や質問がありましたらお書きください。）

⑥    講     師

⑦ 参 加 費 ・
     材 料 費  等

代として、一人当たり

①以下のアドレスに、画像またはエクセルデータを添付してメール送付

kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp

②右の二次元コードを読みとり、電子フォームへの入力

エル
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様式２ 

 

 

 

担当者
氏　名

【申し込み内容】

第一希望 月 日 土 曜日 ： ～ ：

第二希望 月 日 土 曜日 ： ～ ：

第三希望 月 日 土 曜日 ： ～ ：

記入例）・指導員と相談後内容決定　・子育て座談会（フリートーク）　
　　　　・子育てのお悩み相談（思春期・反抗期・性教育・SNS・受験、その他）　
※おでかけトークの場合は、記入不要

【連絡担当者】

電話番号

※いただいた情報は、講座に関する確認および緊急連絡にのみ使用させていただきます。

　詳細はメールでお知らせします。

○教育政策課よりメールが届いたら、正式に申し込み完了です。

① 講 座 の 形 態

ササエさんも希望する（任意）
←○をつけた場合、企画講座のお手伝いをします。
　メールにて候補日をお送りします！

メールアドレス

〇以下のどちらかの方法でお申し込みください。（目安：開催1ヶ月前）

④講座の内容

② 希 望 日 時

令和８年度　家庭教育学級　指導員講座申込書

学校
・園名

③開　催　場　所

ミニミニ講座おでかけトークおでかけせんせい

①以下のアドレスに、画像またはエクセルデータを添付してメール送付

kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp

②右の二次元コードを読みとり、電子フォームへの入力

エル
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様式３ 

 

担当者
氏　名

【申し込み内容】

第一希望 月 日 曜日 ： ～ ：

第二希望 月 日 曜日 ： ～ ：

第三希望 月 日 曜日 ： ～ ：

【連絡担当者】

電話番号

※いただいた情報は、講座に関する確認および緊急連絡にのみ使用させていただきます。

　候補日が決まりましたら、お早めにお申し込みください。

　詳細はメールでお知らせします。

② Zoom の ID ・
パ ス コ ー ド 等

運営委員で作成する 教育政策課に依頼する

令和８年度　家庭教育学級　オンライン講座用PC・ルーター申込書

学校・
園名

① 希 望 日 時

③ 運 営 委 員 は 会場（学校・園）にいる 　自宅から参加する

④  講 　師 　は 会場（学校・園）で話す オンラインで話す（会場にはいない）

○市のパソコンおよびルーターは、台数が限られており、予約が埋まっている可能性もあります。

〇お申し込みは、以下のどちらかの方法でお願します。

○教育政策課よりメールが届いたら、正式に申し込み完了です。

⑤ 連 絡 事 項

※教育政策課への連絡やお願い等があれば、ご記入ください。

メール
アドレス

①以下のアドレスに、画像またはエクセルデータを添付してメール送付

kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp

②右の二次元コードを読みとり、電子フォームへの入力

エル
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様式４ 

家庭教育学級 参加者名簿 

 

（学校・園名） 令和 年 月 日

★参加総数 人（1枚目のみ記入）

年 組

26 年 組

27

24

23 年

25 年 組

21

組

年 組

13 年 組

組

年 組

14 年 組

組

年 組

16 年 組

15

9

12

7 年 組

8 年 組

年 組

5 年 組

年

年 組

組

30

29 年

年 組

28 年 組

組

年

18

22 年 組

組

20 年 組

17 年

年 組

19 年 組

11 年

10 年 組

組

年

2

お子さんの学年・学級 出欠（ふりがな）Ｎｏ

6

4

3 年 組

年 組

★講座開催日

氏　　　名

1
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様式５ 

（学校・園名) 担当者氏名

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

②開催した講座のテーマおよび参加人数を教えてください。

（６回以上開催した場合は、裏面または欄を増やしてお書きください。）

人数

第１回

第２回

第３回

第４回

ご協力ありがとうございました。

提出は、kateikyouiku@city.ichikawa.lg.jp　まで

令和９年３月５日（金）しめ切り

②以降は自主企画講座・指導員講座を開催した学校・園の方のみお書きください。

（令和８年度に「運営の声」として掲載させていただく場合があります。ご了承ください。）

①家庭教育学級について、お気づきの点やご意見などがありましたら、お書きください。

③講座の企画運営で、工夫したことやよかったことなどがありましたら、教えてください。

④好評だった講座を教えてください。　* 理由も書いてくださるとありがたいです！

令和８年度　家庭教育学級の振り返り

この１年間、家庭教育学級の運営に携わっていただき、ありがとうございました。

来年度以降の参考にさせていただきたいと思いますので、ぜひ以下の内容の記入にご協力ください。

テーマ

二次元コードを

読み取って、

入力してもOK!
 


